
１　対象地区の現状

２　対象地区の課題

（参考）　中心経営体

鈴木利令 ha ha

矢内豊 ha ha

猪狩和也 ha ha

横田和希 ha ha

北郷伯弘 ha ha

マルヤス産業(株) ha ha

渡辺正俊 ha ha

ha ha

久保田勝久 ha ha

ha ha

①地区内の耕地面積 ６３．２ｈａ

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の計 ３５．２ｈａ

　－３　地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の計 １１．８ｈａ

３．７ｈａ　－２　中間管理事業の活用を希望する農業者の耕作面積の計（貸出）

（備考）
夕筋地区（永沢、安楽、本沢、北前、堂後内、楢葉作、野富）
折木地区（浜、正木内、田中、関の上、高萩、大平、舘、灰作、高倉、大田川、六反田）

中心経営体の経営面積が２３．４ｈａ（地区耕地面積の３３％）で引受可能面積１２．５ｈａであることから、
地区の過半を担い手が集積可能であるが、未集積地は遊休農地や小規模ほ場のため作業効率等か
らマッチングが難しい。

３  対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針

耕作放棄地解消のため、畑地地権者の集積を図り町外担い手に付託していく。

　ⅰ　うち後継者未定の農業者の耕作面積の計 ５．６ｈａ

　ⅱ　うち中間管理事業の活用を希望する農業者の耕作面積の計（貸出） １．９ｈａ

③地区内において今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の計 １２．５ｈａ

人・農地プランから地域計画へ移行しながら、目標地図（担い手ごとの農地集積）作成を行う。

属性
農業者

（氏名・名称）

現　　状

経営作目 経営面積 経営作目 経営面積

今後の農地の引受けの意向

実質化された人・農地プラン

　－１　中間管理事業の活用を希望する農業者の耕作面積の計（借入） １．１ｈａ

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日

広野町
折木下地区
（夕筋地区、折木地区の一部）

令和元年12月19日 令和5年2月15日

認農 水稲 3.4 水稲 6.0

認農 水稲 7.3 水稲 10.7

認農 水稲 2.1 水稲 3.0

認農 水稲 1.2 水稲 3.0

水稲 1.6

認農 水稲 0.5 水稲 1.0

23.4 35.9

認農 水稲 1.6

計

認農 水稲 2.7 水稲 3.0

(株)新妻有機農園

折木地区

９人

水稲 2.6

認農 野菜 2.0 野菜 5.0

認農 水稲 2.6

夕筋・折木地区

農業を営む範囲

折木地区

折木地区

折木地区

折木地区

折木地区

夕筋・折木地区

折木地区



４　３の方針を実現するために必要な取組に関する方針（任意記載事項）

農業をリタイア･経営転換する人は原則として農地中間管理機構に貸し付けるよう誘導する。

地区内中心経営体（担い手）の話し合いの場を設定し、地区全体の利用集積を図る。


